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１．研究計画の概要 

19 世紀ドイツにおける中小産業経営の発

展とそれを支えた制度的基盤の解明をめざ

し、そのために 1840 年代以後南ドイツ諸邦

で展開された産業振興政策に注目して、これ

ら政策の成立背景と意図及び政策の内実を、

現実の中小産業経営の展開を踏まえ明らか

にする。 

具体的には以下の検討課題に即して研究

を進める。 

① バーデン小営業政策の歴史的起源を

なした時計産業振興策に着目し、政策

意図と背景、時計工の存在形態を明ら

かにする。 

② ビュルテンベルクで展開されたアメ

リカ式互換性部品技術の導入を梃子

とした時計産業振興策の意図と背景、

政策的内実を明らかにする。 

③ ビュルテンベルクで展開された巡回

講習会の内実と講習会に参加した生

産者の存在形態を明らかにする。 

④ ビュルテンベルクの産業振興政策の
代表部「工商業本部」を長年指導した
シュタインバイスの政策実践とそれ
を支える経済政策思想に着目し、これ
を同時代の主要な経済・社会政策思想

（経済的自由主義、中間層保護論、工
場制工業推進論）のなかに位置づけ、
シュタインバイスの思想的特徴を明
らかにする。  

 

 

２．研究の進捗状況 

 上記研究課題のうち課題①及び②につい
ては、分析の結果を 2 本の論文にまとめた。 

また課題③については、史料分析を終了し、
これから論文にまとめる予定である。 

 

３．現在までの達成度 

 上記研究課題のうち課題①と②について
は、分析の結果を 2 本の論文にまとめた（う
ち 1 本は現在論文審査中である）。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 ビュルテンベルクの産業振興政策の代表
部「工商業本部」本部長シュタインバイスの
政策実践とそれを支える経済政策思想に着
目し、これを同時代の主要な経済・社会政策
思想（経済的自由主義、中間層保護論、工場
制工業推進論）のなかに位置づけ、シュタイ
ンバイスの思想的特徴を明らかにする。  
 
５. 代表的な研究成果 
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